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危害要因の性質等について（食中毒・汚染率等） 

 
平成 23 年の生食用食肉の規格基準策定にあたっては、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食

中毒・乳肉水産食品合同部会において腸管出血性大腸菌、サルモネラ属菌、カンピロバクター・

ジェジュニ/コリ等について危害評価を行い、牛肉については腸管出血性大腸菌及びサルモネラ属

菌を指標として管理することが適当であるとされ、馬肉については研究中であった寄生虫を除き、

病原物質による危害は高くないとされた。 
今般の食肉の生食に関する検討にあたり、市販食肉等における危害要因、汚染実態、食肉に生

食に由来する食中毒事例について、以下のとおり整理を行った。 
 
１．危害となりうる病原体 

食肉の危害となりうる病原体は、食品衛生法第 13条に基づく総合衛生管理製造過程（HACCP）
の承認基準における食肉製品の「食品衛生上の危害の原因となる物質」、国際食品微生物規格委

員会（ICMSF）が刊行した「Microorganisms in Foods 8」の食肉を汚染する病原体等から抽

出を行った。 
（１）共通する危害要因：エルシニア・エンテロコリチカ、黄色ブドウ球菌、カンピロバクター・

ジェジュニ/コリ、クロストリジウム属菌（ウェルシュ菌、ボツリヌス菌）、サルモネラ属菌、

セレウス菌、病原大腸菌（腸管出血性大腸菌）、リステリア・モノサイトゲネス 
（２）豚：E 型肝炎ウイルス、寄生虫（アジア条虫、旋毛虫、トキソプラズマ、肉胞子虫、有鈎

条虫、） 
（３）馬：寄生虫（肉胞子虫（サルコシスティス属）） 
（４）その他の獣畜：E 型肝炎ウイルス、寄生虫（旋毛虫、トキソプラズマ、肉胞子虫、無鈎条

虫、有鈎条虫、）のうち、必要と認められるもの 
 
２．肉類及びその加工品を原因食材とする食中毒発生状況 

平成 15 年～平成 24 年の食中毒統計で原因食品が確定したもの（推定を含む。）のうち、肉

料理等が原因食品として報告された食中毒（表 1）は 1,005 件報告されており、カンピロバク

ター・ジェジュニ/コリ（699 件）による事件が最も多く、腸管出血性大腸菌（VT 産生）（87
件）によるもの、サルモネラ属菌（79 件）を病因物質とするものと続いている。 
食中毒患者は 13,903 名報告されており、報告が多い順に、カンピロバクター・ジェジュニ/

コリ（7,149 名）、ウェルシュ菌（2,413 名）、サルモネラ属菌（1,476 名）となっている。死者

は、腸管出血性大腸菌（VT 産生）により、6 名が報告（平成 23 年）されている。 
同統計で食肉等の生食を原因食品とする畜種別の食中毒患者数（表 2）は、鶏（2,824 名）に

よるものが最も多く、牛（1,346 名）、馬（45 名）と続いている。食中毒患者の報告が最も多い

病因物質は、鶏及び牛ではカンピロバクター・ジェジュニ/コリ（それぞれ、2,556 名、907 名）

であるが、続くのは鶏ではサルモネラ属菌（208 名）、牛では腸管出血性大腸菌（VT 産生）（308
名）である。馬は寄生虫であるサルコシスティス・フェアリーによるものが多い。 
牛内臓（肝臓を除く）の生食による食中毒患者は 24 名報告されており、その病因物質はカン

ピロバクター・ジェジュニ/コリ（17 名）、サルモネラ属菌（4 名）腸管出血性大腸菌（VT 産生）

（3 名）であった。また、馬内臓の生食による食中毒は報告されていない。 
なお、肉料理等を原因食品とする食中毒で報告のある、ぶどう球菌、ウェルシュ菌、セレウ

資料５ 
※ 本資料は、食肉等にどのような危害要因が存在するか確認するためにまとめた資料

であり、汚染率等のデータは生食用の食肉に限ったものではありません。 
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ス菌、小型球形ウイルス等による食中毒は報告されていない。 
 

（表 1） 肉料理等を原因とする食中毒発生状況 
病因物質 事件数 患者数 死者数 

細菌 

カンピロバクター・ジェジュニ/コリ 699 7,149 0 
腸管出血性大腸菌（VT 産生） 87 607 6 
サルモネラ属菌 79 1,476 0 
ぶどう球菌 40 716 0 
ウェルシュ菌 38 2,413 0 
セレウス菌 6 32 0 
その他の病原大腸菌（O125、O145、O159） 3 32 0 
その他の細菌（カンピロバクター・フィタス等） 5 30 0 

小 計（延べ数） 957 12,455 6 

ウイルス 

ノロウイルス 33 1,079 0 
小型球形ウイルス 4 144 0 
E 型肝炎ウイルス 2 5 0 
サポウイルス 1 26 0 

小 計 40 1,254 0 
寄生虫 サルコシスティス・フェアリー 3 14 0 
不明 10 235 0 

合  計（延べ数） 1,010 13,958 6 
合  計（実 数） 1,005 13,903 6 

平成 15 年～平成 24 年厚生労働省食中毒統計から作成 
 

（表 2） 食肉等の生食による畜種別食中毒患者数 
病因物質 牛 豚 鶏 馬 鹿 猪 鴨 合鴨 

細菌 

カンピロバクター・ジェジュニ/コリ 907 23 2,556 0 0 0 15 0 
腸管出血性大腸菌（VT 産生） 308※ 0 11 0 1 0 0 0 
サルモネラ属菌 59 25 208 0 0 0 0 4 
その他の病原大腸菌（O125、O145） 5 15 0 0 0 0 0 0 
その他の細菌（カンピロバクター・フィタス等） 6 0 15 0 0 0 0 0 

小 計（延べ数） 1,285 63 2,790 0 1 0 15 4 

ウイ

ルス 

ノロウイルス 61 0 27 0 0 0 0 0 
E 型肝炎ウイルス 0 0 0 0 4 1 0 0 

小 計 61 0 27 0 4 1 0 0 
寄生虫 サルコシスティス・フェアリー 0 0 0 14 0 0 0 0 
不明 0 0 7 31 5 0 0 0 

合 計（延べ数） 1,346 63 2,824 45 10 1 15 4 
合 計（実 数） 1,346 33 2,824 45 10 1 15 4 

平成 15 年～平成 24 年厚生労働省食中毒統計から作成（食肉等の生食料理が原因食品に報告されたもの） 
※ 平成 23 年に 5 名の死者の報告があり 

 
一方、食中毒統計では報告されていないが、肉類の生食と関連づけられた E 型肝炎ウイルス

により劇症肝炎となり死亡した事例が、豚（平成 16 年）及び猪（平成 15 年）でそれぞれ 1 名

報告されており（参照 1、2）、平成 11 年 4 月～平成 20 年第 26 週までの感染症報告によると、

E 型肝炎の報告のうち経口感染で豚の記載があったものは 52 件、猪は 31 件、鹿は 24 件報告

されている（参照 3）。 
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また、豚の肝臓などを喫食し、アジア条虫に感染したという事例が、平成 22 年 6 月から平成

23 年 2 月にかけて 15 件報告されている（参照 4）。 
 
３．牛の内臓肉等の汚染実態 
（１）市販牛内臓等の汚染実態 

市販されている牛内臓肉について腸管出血性大腸菌の汚染状況を調査した結果（表 3-1～
表 3-3）では、7.5～16.6％の間で検出されている。 

また、生菌数（表 3-2）は 1 g あたり 103～108台であり、そのうち 105台及び 106台が最

も多く全体の 71.7％であった。枝肉の生菌数は 1 cm2当たり<10～5.2×105との報告や、食

肉処理加工場の簡易包装牛肉の生菌数は 1 g 当たり 103～105台であるとの報告があることか

ら、これらと比較すると内臓肉の生菌数は高い。 
サルモネラ属菌（表 4）及びカンピロバクター・ジェジュニ/コリ（表 5）についても汚染

が認められる。 
 

（表 3-1） 牛内臓肉の汚染状況（志賀毒素産生大腸菌）（参照 5） 
検体 検査件数 陽性数 備考 

肝臓 29  1 （3.4%） O157:H7(Stx1+Stx2) 
第三胃 9  1 （11.1%） O157:H7(Stx2)+O161:H-(Stx1) 
舌 2  0   
横隔膜 1  1 （100%） O133:H4(Stx1+Stx2) 
腸 31  5 （16.1%） O157:H7(Stx1+Stx2)…4、O161:H9(Stx2)…1 

合計 72  8 （11.1%）  
 

（表 3-2） 牛内臓肉の汚染状況（腸管出血性大腸菌 O157）（参照 6） 

検体名 件数 陽性件数 生菌数（1 g 当たり） 
103 104 105 106 107 108 

大腸 38  4 （10.5％） 1 12 14 7 4 0 
第一胃 30  0  2 0 14 9 4 1 
第二胃 21  1 （4.8％） 0 0 7 12 2 0 
第三胃 21  2 （9.5％） 0 1 7 9 4 0 
第四胃 20  2 （10.0％） 0 11 7 2 0 0 
小腸 3  0  0 0 2 1 0 0 
血管 7  3 （42.9％） 0 0 2 5 0 0 
肝臓 24  2 （8.3％） 0 7 14 3 0 0 
心臓 14  1 （7.1％） 0 3 5 6 0 0 
腎臓 5  0  0 1 1 2 1 0 
肺 4  0  0 0 3 1 0 0 
横隔膜 4  0  0 0 3 1 0 0 
舌 8  0  0 3 5 0 0 0 
その他 2  0  0 0 0 2 0 0 

計 201  15 （7.5％） 3 38 84 60 15 1 
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（表 3-3） 牛内臓肉の汚染状況（志賀毒素産生大腸菌）（参照 7） 
検体 検査件数 陽性数 備考 

心臓 6  2 （33.3%）  
肝臓 36  5 （13.9%） rfbEO157…1 
第一胃 21  5 （23.8%） rfbEO157…1 
第二胃 22  6 （27.3%）  
第三胃 38  4 （10.5%） rfbEO157…2、wzyO26…1 
第四胃 24  2 （8.3%）  
小腸 54  10 （18.5%） rfbEO157…3 
大腸 22  4 （18.2%） rfbEO157…1、wzyO26…1 
その他 6  0   

合計 229  38 （16.6%）  
 

（表 4） 牛内臓肉の汚染状況（サルモネラ属菌） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

センマイ 22  0  1994.4～1995.3 日本 参照 8 
内臓等※ 49  3 （6.1％） 2003.4～2005.3 イギリス 参照 9 
※ 肝臓、心臓、腎臓、尾、胃 

 

（表 5） 牛内臓肉の汚染状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

センマイ 22  1 （4.5％） 1994.4～1995.3 日本 参照 8 
内臓等※ 49  6 （12.2％） 2003.4～2005.3 イギリス 参照 9 
※ 肝臓、心臓、腎臓、尾、胃 

 

（２）生体の保菌実態 

牛の生体（糞便）における腸管出血性大腸菌、サルモネラ属菌及びカンピロバクター・ジ

ェジュニ/コリの保菌状況については、表 6-1～表 8-4 のとおりである。いずれについても保

菌が認められる。また、ボツリヌス菌の汚染実態については、表 9 に示した。 
 

（表 6-1） 生体の保菌状況（腸管出血性大腸菌 牛種別）（参照 8） 

牛種 O157 O26 
検査頭数 分離頭数 検査頭数 分離頭数 

黒毛和種 256  43 （16.8％） 246  4 （1.6％） 
交雑種 527  80 （15.2％） 512  9 （1.8％） 
ホルスタイン種 209  23 （11.0％） 209  0  
日本短角種 27  0  27  1 （3.7％） 
ジャージー種 4  1 （25.0％） 4  1 （25.0％） 
外国種 2  1 （50.0％） 2  0  
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（表 6-2） 生体の保菌状況（腸管出血性大腸菌 と畜搬入牛）（参照 8） 
検体 検体数 分離数 血清型 検体採取時期 

糞便 20,029  401（2.0％） O157 1996～1998 4～3 月 
糞便又は直腸便 536  35（6.5％） O157 1999 8～12 月 
直腸便 324  11（3.4％） O157 2003 春、夏、冬 
直腸内容物 301  31（10.3％） O157 2004 7～10 月 
直腸内容物 551  60（10.9％） O157 2004～2005 7～2 月 
直腸内容物 130  13（10％） O157 2005～2006 4～4 月 
直腸便 506  60（11.9％） O157 2005～2006 4～3 月 
舌拭き取り 60  4（6.7％） O157 2004 7～10 月 
口腔内唾液 481  11（2.3％） O157 2004～2005 7～2 月 
口腔内唾液 329  2（0.6％） O157 2005～2006 4～3 月 
糞便 508  3（0.6％） O26 2000 9～11 月 
糞便 178  14（7.9％） O26 2003 春、夏、冬 
直腸内容物 551  7（1.3％） O26 2004～2005 7～2 月 
直腸内容物 130  1（0.8％） O26 2005～2006 4～4 月 
直腸便 481  3（0.6％） O26 2005～2006 4～3 月 
口腔内唾液 481  2（0.4％） O26 2004～2005 7～2 月 
口腔内唾液 329  1（0.3％） O26 2005～2006 4～3 月 
糞便 508  1（0.2％） O111 2000 9～11 月 

 
（表 6-3） 生体の保菌状況（腸管出血性大腸菌 と畜搬入牛）（参照 11） 

検体 検査頭数 検出頭数 検体採取年 
盲腸内容物 175  10（5.7％） 1995 
盲腸内容物 155  37（23.9％） 1996 
盲腸内容物 162  47（29.0％） 1997 
盲腸内容物 167  59（35.3％） 1998 
盲腸内容物 155  58（37.4％） 1999 
盲腸内容物 172  76（44.2％） 2000 

 
（表 6-4） 生体の保菌状況（腸管出血性大腸菌 と畜搬入牛） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
第一胃内容物 373   （0.8％） 1995.9～1996.8 カナダ 参照 12 
第一胃内容物 250  2 （0.8％） 1998.6～1999.5 アイルランド 参照 13 
第一胃内容物 100  0  2004 オーストラリア 参照 14 
第一胃内容物 823   （4.9％） 

2009 アメリカ 参照 15 
盲腸内容物 823   （9.9％） 
大腸内容物 823   （7.6％） 
直腸内容物 823   （11.1％）

牛 823   （20.3％）

糞便 250  6 （2.4％） 1998.6～1999.5 アイルランド 参照 13 
 

  



 

6 

（表 7-1） 生体の保菌状況（サルモネラ属菌 と畜搬入牛） 
検体 検査頭数 検出頭数 検体採取時期 文献 

Fecal sample 183  1（0.5％） 1999.6～12 参照 16 
ウシ直腸便 278  8（2.9％） 1998.6～1999.3 参照 17 
ウシ盲腸便 174  10（5.7％） 2000.6～12 参照 18 
ウシ盲腸内容 75  0 2002.2～3 参照 19 

 
（表 7-2） 生体の保菌状況（サルモネラ属菌 と畜搬入牛）（参照 20） 

検体 検体数 陽性数 検体採取年 
肥育牛糞便 91  2（2.1％） 2001 

 
（表 8-1） 生体の保菌状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ 牛種別）（参照 21） 

菌種 カンピロバクター・ジェジュニ/コリ陽性数 
肉牛（黒毛和種） 乳牛（ホルスタイン） 

C. jejuni 325（50.2％） 117（30.9％） 
C. coli 36（5.6％） 40（10.6％） 
C.fetus 43（6.6％） 6（1.6％） 
その他 6（0.9％） 3（0.8％） 
陰性 238（36.7％） 212（56.1％） 
合計 648（100％） 378（100％） 
 
（表 8-2） 生体の保菌状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ）（参照 22） 

検体 検査数 陽性率（％） 報告国名 
直腸便 294  36.4  日本 
直腸便 176  21.6  日本 
直腸便（夏） 72  23.6  ニュージーランド 
直腸便（秋） 106  31.1  ニュージーランド 
直腸便（冬） 95  11.6  ニュージーランド 
直腸 668  23.2  イギリス 
糞便 90  18.9  スウェーデン 
糞便（放牧） 74  13.0  イギリス 
糞便（室内）   51.0  イギリス 
※ 空欄はデータの記載無し 

 
（表 8-3） 生体の保菌状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ）（参照 11） 

検体 検査頭数 検出頭数 検体採取年 
盲腸内容物 175  31（17.7％） 1995 
盲腸内容物 155  34（21.9％） 1996 
盲腸内容物 162  44（27.2％） 1997 
盲腸内容物 167  54（32.3％） 1998 
盲腸内容物 77  36（46.8％） 1999 

 
（表 8-4） 生体の保菌状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ） 

検体 検査頭数 検出頭数 検体採取時期 文献 
肥育牛糞便 90  25（27.8％） 2001 参照 20 
ウシ盲腸内容 75  57（76.0％） 2002.2～3 参照 19 



 

7 

 
（表 9） 生体の保菌状況（ボツリヌス菌）（参照 23） 

検体 検査頭数 検出頭数 陽性検体の由来 報告者 
牛腸内容物 50  0  大阪市食肉処理場 大賀ら（1993） 

 
（３）その他 

牛のと畜処理における白物内臓摘出時の腸切れについて、全国 8 箇所のと畜場で 818 頭を

調査したところ、291 頭（35.6％）で腸切れが認められた。また、腸切れをおこした 291 頭

のと体等への腸内容物による汚染は表 10 のとおりであった（参照 24）。 
 

（表 10）腸切れによる腸内容物のと体及び内臓への汚染 
汚染の部位 汚染頭数 汚染率（％） 

と体 106 36.4 
胸骨断面部 71 24.4 
腹腔内面 45 15.5 
前肢 5 1.7 
胸腔内面 5 1.7 

内臓 白物 290 99.7 
赤物 肝臓 15 5.1 

その他（横隔膜、心臓） 15 5.1 
枝肉及び赤物への汚染なし 179 61.5 

 

３．豚肉等の汚染実態 
（１）市販豚肉等の汚染実態 

平成 20 年度～平成 24 年度に厚生労働省が実施した調査の結果（表 11）において、E.coli、
サルモネラ属菌及びカンピロバクター・ジェジュニ/コリの陽性率はそれぞれ、65.8％、2.4％、

0.1％であった。特にミンチ肉で E.coli が高い陽性率（71.9％）であった。腸管出血性大腸菌

（O157、O26 及び O111）は全て陰性であった。 
また、市販されている豚の肝臓等について E 型肝炎ウイルス（HEV）の汚染状況を調査し

た結果（表 12-1）では、0～11.0％の間で検出され、HEV 抗体は約 3 割で検出されている（表

12-2）。腸管出血性大腸菌（表 13）は海外では検出事例はあるが、国内では検出されていな

い。その他の食中毒菌等についても表 14～表 21 に示す。 
 

（表 11） 食品中の食中毒菌汚染実態調査結果 

 検体数 
陽性数 O111 カンピロバクター 

E.coli サ ル モ

ネラ O157 O26 検体数 陽性数 検体数 陽性数 

ミンチ肉 796 572 21 0 0 280 0 670 1 
豚肉 92 12 0 0 0 42 0 90 0 

合 計 888 584 21 0 0 322 0 760 1 
平成 20 年度～平成 24 年度食品の食中毒菌汚染実態調査（厚生労働省）の結果から作成 
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（表 12-1） 豚肉（内臓含む）の汚染状況（HEV） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

生レバー 363  7 （1.9％） 2002.12～2003.2 北海道 参照 25 
レバー 217  0  2003.7～10 東京 参照 26 
豚肉（輸入） 84  0  2006.7～2007.2 山口 参照 27 
豚肉（輸入） 140  0  2006.7～2008.11 群馬 参照 28 
レバー 62  4 （6.5％） 2005.5～7 オランダ 参照 25 
冷凍レバー 127  14 （11.0％） 2005.9～2006.3 米国 参照 25 
ソーセージ 92  0  2010 チェコ共和国 参照 29 
ソーセージ 128  0  2010 イタリア 参照 29 
ソーセージ 93  6 （6.5％） 2010 スペイン 参照 29 

 
（表 12-2） 豚肉（内臓含む）の汚染状況（HEV 抗体） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
レバー 207  61 （29.5％） 2003.7～10 東京 参照 26 

 
（表 13） 豚肉（内臓含む）の汚染状況（腸管出血性大腸菌） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
豚肉 183  0   北海道 参照 30 
豚肉 1,350  4 （0.3％） 2004～2006 韓国 参照 31 
豚肉 98  0  2005 カナダ 参照 32 

 
（表 14） 豚肉（内臓含む）の汚染状況（サルモネラ属菌） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
豚ひき肉 190  13（6.8％） 1988～1998 神奈川 参照 33 
豚肉 116  6（5.2％） 1990～1999 神奈川 参照 34 
豚肉 183  4（2.2％） 1998～2005 北海道 参照 30 
豚肉（国産品） 15  0 1999.5～2001.3 埼玉 参照 35 
豚肉（輸入品） 20  0 
豚肉 112  0 2004～2010 福岡 参照 36～42 
豚肉 25  0 

2006 秋田 参照 43 豚レバー 14  1（7.1％） 
豚ホルモン 2  0 
豚肉 384  37（9.6％） 2000 米国 参照 44 
切り身肉 4,498  52（1.2％） 2002 

デンマーク 参照 45 
切り身肉 887  37（4.2％） 2006 
豚肉 1,309  25（1.9％） 2003.4～2005.3 イギリス 参照 9 
豚肉 98  0 2005 カナダ 参照 32 
豚肉 500  13（2.6％） 2007.1～11 アイルランド 参照 46 
内臓等※ 131  31（23.6％） 2003.4～2005.3 イギリス 参照 9 
※ 肝臓、心臓、腎臓、胃 
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（表 15） 豚肉（内臓含む）の汚染状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

豚肉 116  8 （6.9％） 1990～1999 神奈川 参照 34 
豚肉 112  0  2004～2010 福岡 参照 36～42 
豚肉 24  0  

2006 秋田 参照 43 豚レバー 14  0  
豚ホルモン 2  0  
豚肉 384  5 （1.3％） 2000 米国 参照 44 
豚肉 1,309  66 （5.0％） 2003.4～2005.3 イギリス 参照 9 
豚肉 98  0  2005 カナダ 参照 32 
豚肉 106  6 （5.7％） 2009 イタリア 参照 47 
内臓等※ 131  24 （18.3％） 2003.4～2005.3 イギリス 参照 9 
※ 肝臓、心臓、腎臓、胃 

 
（表 16） 豚肉（内臓含む）の汚染状況（黄色ブドウ球菌） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
豚肉 112  8（7.1％） 2004～2010 福岡 参照 36～42 
豚ひき肉 36  33（91.7％） 2006.1～6 兵庫 参照 48 
豚肉 402  31（7.7％） 2008.8～11 カナダ 参照 49 
豚肉 395  26（6.6％） 2010.9～10 米国 参照 51 
肉製品 71  2（2.8％） 2008.8～2009.2 ドイツ 参照 50 

 
（表 17） 豚肉（内臓含む）の汚染状況（リステリア・モノサイトゲネス） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
豚肉（国産品） 15  2 （13.3％） 1999.5～2001.3 埼玉 参照 35 
豚肉（輸入品） 20  2 （10.0％）

豚肉 129  46 （35.7％） 1998.5～2003.6 東京 参照 52 
豚肉 39  1 （2.6％） 2006.12～2008.3 岡山 参照 53 
豚肉 98  23 （23.5％ 2005 カナダ 参照 32 

 
（表 18） 豚肉（内臓含む）の汚染状況（エルシニア・エンテロコリチカ） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
豚肉 112  1 （0.9％） 2004～2010 福岡 参照 36～42 
豚肉 384  36 （9.4％） 2000 米国 参照 44 

豚肉 446  81 （18.2％） 2008～2009 ドイツ（PCR） 
参照 55 46 （10.3％） ドイツ（培養） 

生肉等※ 125  19 （15.2％） 2006.1～2007.10 イタリア 参照 54 
※ 生肉、挽肉、サラミ、ソーセージ 

 
（表 19） 豚肉（内臓含む）の汚染状況（ウェルシュ菌） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
豚肉 112  0  2004～2010 福岡 参照 36～42 

 
（表 20） 豚肉（内臓含む）の汚染状況（セレウス菌） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
豚肉 112  4 （3.6％） 2004～2010 福岡 参照 36～42 
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（表 21） 豚肉（内臓含む）の汚染状況（トキソプラズマ抗体） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
豚肉 48  1 （2.1％） 2009 メキシコ 参照 56 

 
（２）生体の保菌実態 

豚の生体における HEV の保有状況は表 22-1～表 22-3 のとおりであり、月齢によって保有

率に変動がある。また、寄生虫の保有状況については表 23 のとおりであり、保有が認められ

る。 
 

（表 22-1） 生体の保有状況（HEV 農場）（参照 25） 

月齢 HEV 抗体（IgG） HEV 遺伝子 
検査数（頭） 陽性数（頭） 陽性率％ 検査数（頭） 陽性数（頭） 陽性率％ 

1 218 21 9.6 218 0 0 
2 698 71 10.2 378 11 2.9 
3 1,060 509 48.0 1,060 145 13.7 
4 680 583 85.7 360 34 9.4 
5 883 732 82.9 383 2 0.5 
6 386 326 84.5 386 0 0 

合計 3,925 2,242 - 2,785 192 - 
 

（表 22-2） 生体の感染状況（HEV） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

血清（6 か月齢） 90  0 2004.6～2005.2 愛知 参照 57 
血清（約 6 か月齢） 169  3（1.8％） 2004.11～12 群馬 参照 28 

 
（表 22-3） 生体の感染状況（HEV 抗体） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
血清（約 6 か月齢） 169  126（74.6％） 2004.11～12 群馬 参照 28 

 
（表 23） 生体の保有状況（寄生虫 と畜場糞便） 

寄生虫 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
Eimeria spp. 129  52（40.3%）

2004.4～2007.10 大阪 参照 58 Trichuris suis 129  32（24.8％）

Ascaris suum 129  19（14.7％）

Metastrongylus spp. 129  3（2.3％） 
 
（３）枝肉等の汚染実態 

豚のと体等における HEV の汚染状況については表 24のとおりであり、汚染が認められる。

また、腸管出血性大腸菌、サルモネラ属菌及びカンピロバクター・ジェジュニ/コリの汚染状

況は、表 25～表 27 のとおりであり、海外では検出事例があるが、国内では検出事例がない。 
黄色ブドウ球菌及びボツリヌス菌の汚染状況並びに寄生虫性肝炎による肝臓廃棄状況につ

いては、表 28～表 30 に示した。 
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（表 24） 枝肉等の保有状況（HEV と畜場） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

廃棄肝臓 183  11 （6.0%） 2011.12 
熊本 参照 60 

合格肝臓 80  2 （2.5％） 2012.3～2013.1 
血清 120  5 （4.1％） 2006.6～2008.3 福岡 参照 59 
血液 1,146  1 （0.1％） 2011.5～9 

熊本 参照 60 
血液 225  1 （0.4％） 2012.3～2013.1 
糞便 40  1 （2.5％） 2010 チェコ共和国 

参照 29 

糞便 34  14 （41.2％） 2010 イタリア 
糞便 39  15 （38.5％） 2010 スペイン 
肝臓 40  2 （5.0％） 2010 チェコ共和国 
肝臓 33  2 （6.1％） 2010 イタリア 
肝臓 39  1 （2.6％） 2010 スペイン 
筋肉 30  1 （3.3％） 2010 チェコ共和国 
筋肉 33  2 （6.1％） 2010 イタリア 
筋肉 39  0  2010 スペイン 

 
（表 25） 枝肉等の保菌状況（腸管出血性大腸菌） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
と体（NZ） 100  1 （1.0％） 2004.10～2005.5 ニュージーラン

ド 参照 61 
と体（輸入） 110  2 （1.8％） 

 
（表 26） 枝肉等の保菌状況（サルモネラ属菌） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
枝肉 60  0  2008.7～2009.2 日本 参照 63 
枝肉ドリップ 21  0  2008.5～2009.9 島根 参照 62 
と体（NZ） 100  0  2004.10～2005.5 ニュージーラン

ド 参照 61 
と体（輸入） 110  4 （3.6％） 
と体拭き取り 85  12 （14.1％）

2006.6～2008.8 イタリア 参照 64 
肝臓拭き取り 85  12 （14.1％）

腸管膜リンパ節 85  26 （30.6％）

腸内容物 85  14 （16.5％）

扁桃腺 85  0  
加工施設 120  7 （5.8％） 2000 米国 参照 44 

 

（表 27） 枝肉等の保菌状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

枝肉ドリップ 21  0  2008.5～2009.9 島根 参照 62 
 

（表 28） 枝肉等の保菌状況（黄色ブドウ球菌） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

と体表面 150  9 （6.0％） 2008.8～2009.2 ドイツ 参照 50 
加工施設の肉 144  6 （4.2％） 
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（表 29） 生体の保菌状況（ボツリヌス菌）（参照 23） 
検体 検査頭数 検出頭数 陽性検体の由来 報告者 

肝臓 100  8（8.0％） 石川県内と畜場 吉村ら（1987） 
豚肉 77  2（2.6％） 

埼玉県内と畜場 首藤ら（1989） 
盲腸内容物 30  0 

 
（表 30） 枝肉等の保有状況（寄生虫性肝炎 と畜場） 

農場 検査件数 廃棄数 時期 備考 文献 
K 農場 29,266  205（0.7％） 

1995.11～1996.12 北海道 参照 65 G 農場 11,483  379（3.3％） 
F 農場 5,322  846（15.9％）

 

４．鶏肉等の汚染実態 
（１）市販鶏肉等の汚染実態 

平成 20 年度～平成 24 年度に厚生労働省が実施した調査の結果（表 31）において、E.coli、
サルモネラ属菌及びカンピロバクター・ジェジュニ/コリの陽性率はそれぞれ、83.7％、41.4％、

29.3％であった。腸管出血性大腸菌（O157、O26 及び O111）は全て陰性であった。 
市販されている鶏肉等について、海外で腸管出血性大腸菌の検出事例はあるが、国内では

検出されていない（表 32）。サルモネラ属菌はイギリスやアイルランドの検出率は低いが、

日本を含め検出率が高い（表 33）。カンピロバクター・ジェジュニ/コリは国内外を問わず検

出率が高い（表 34）。その他の食中毒菌についても表 35～表 38 に示す。 
 

（表 31） 食品中の食中毒菌汚染実態調査結果 

 検体数 
陽性数 O111 カンピロバクター 

E.coli 
サ ル モ

ネラ O157 O26 検体数 陽性数 検体数 陽性数 

鶏たたき 171 129 17 0 0 33 0 171 26 
鶏刺し 58 50 6 0 0 0 0 58 14 
生食用の食肉 8 7 1 0 0 8 0 8 2 
中心部まで十分加熱されない食肉 25 23 2 0 0 25 0 25 3 
ミンチ肉 986 831 487 0 0 376 0 979 318 
鶏肉 64 55 31 0 0 34 0 64 19 
鶏内臓肉 14 14 9 0 0 0 0 14 4 
鶏砂ずり 11 10 0 0 0 0 0 11 4 

小 計 1,337 1,119 553 0 0 476 0 1,330 390 
平成 20 年度～平成 24 年度食品の食中毒菌汚染実態調査（厚生労働省）の結果から作成 
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（表 32） 鶏肉（内臓含む）の汚染状況（腸管出血性大腸菌） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

生食用鶏肉 5  0  2008.9～2009.1 福岡 参照 66 
鶏肉 82  0  1998～2005 北海道 参照 30 
鶏挽肉 13  0  2008.9～2009.1 福岡 参照 66 
鶏肉 100  0  2001.5～8 カナダ 参照 32 
胸肉（皮付き） 187  0  2007.1～12 カナダ 参照 67 
胸肉（皮なし） 99  1 （1.0％） 

 
（表 33） 鶏肉（内臓含む）の汚染状況（サルモネラ属菌） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
鶏刺し 10  2（20.0％） 1994.6～9 長崎 参照 68 
鶏肉刺身 13  1（7.7％） 

1994.4～1995.3 日本 参照 8 地鶏タタキ 12  0 
レバー刺身 1  0 
砂ずり刺身 13  1（7.7％） 
生食用鶏肉 5  0 2008.9～2009.1 福岡 参照 66 
刺身 13  4（30.8％） 2008 宮崎 参照 69 
タタキ 34  11（32.4％）

鶏肉 82  24（29.3％） 1998～2005 北海道 参照 30 
挽肉 60  7（11.7％） 2000.11～2001.4 群馬 参照 70 
鶏肉 48  29（60.4％） 2002～2006 奈良 参照 71 
鶏肉 60  22（36.7％） 2006.5～2008.11 福岡 参照 38、40 
鶏肉 25  7（28.0％） 2006 秋田 参照 43 
鶏肉 158  98（62.0％） 2007.4～2010.9 福井 参照 72 
皮付き肉 36  21（58.3％） 2007～2008 福岡 参照 73 
鶏肉 25  18（72.0％） 2008.5～2009.9 島根 参照 62 
鶏肉 9  0 2008 宮崎 参照 69 
県外産鶏肉 43  26（60.5％）

2008 秋田 参照 74 県産地鶏肉 40  2（5.0％） 
外国産鶏肉 11  0 
胸肉 4  4（100％） 

2010.5～2011.3 富山 参照 76 もも肉 32  22（68.8％）

手羽先 31  23（74.2％）

ささみ 32  13（40.6％）

挽肉 13  7（53.8％） 2008.9～2009.1 福岡 参照 66 
挽肉 50  6（12.0％） 2010.5～6 関東 参照 75 
挽肉 5  4（80.0％） 2010.5～2011.3 富山 参照 76 
鶏レバー 9  4（44.4％） 2006 秋田 参照 43 
レバー 14  8（57.1％） 2010.5～2011.3 富山 参照 76 
肝 34  22（64.7％） 2007～2008 福岡 参照 73 
鶏砂ズリ 16  8（50.0％） 1994.6～9 長崎 参照 68 
砂肝 35  13（37.1％） 2007～2008 福岡 参照 73 
砂肝 21  11（52.4％） 2010.5～2011.3 富山 参照 76 
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検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
鶏肉（whole） 1,114  123（11.0％） 1995～2000 イギリス 参照 77 
鶏肉（whole） 739  62（8.4％） 2001.11～2002.12 イギリス 参照 78 
鶏肉（whole） 753  37（4.9％） 2001.11～2004.12 イギリス 参照 79 
鶏肉（whole） 301  20（6.6％） 2003.4～2005.3 イギリス 参照 80 
鶏肉 1,477  80（5.4％） 
鶏肉 50  31（62.0％） 2003.5～8 タイ 参照 81 
鶏肉 877  35（4.0％） 2005.3～12 イギリス 参照 82 
鶏肉 859  372（43.3％） 2005.6～2006.3 オーストラリア 参照 83 
鶏肉 100  30（30.0％） 2005 カナダ 参照 32 
胸肉（皮付き） 187  61（32.6％） 2007.1～12 カナダ 参照 67 
胸肉（皮なし） 131  40（30.5％）

鶏肉 116  41（35.3％） 2007.1～2008.8 メキシコ 参照 84 
鶏肉 510  26（5.1％） 2009.10～2010.8 アイルランド 参照 85 

 
（表 34） 鶏肉（内臓含む）の汚染状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
鶏肉刺身 13  7（53.8％） 1994.4～1995.3 日本 参照 8 
地鶏タタキ 12  0 
生食用鶏肉 5  0 2008.9～2009.1 福岡 参照 66 
刺身 13  7（53.8％） 2008 宮崎 参照 69 
タタキ 34  9（26.5％）

レバー刺身 1  0 1994.4～1995.3 日本 参照 8 
砂ずり刺身 13  5（38.5％）

鶏肉 82  24（29.3％） 1998～2005 北海道 参照 30 
鶏肉 48  29（60.4％） 2002～2006 奈良 参照 71 
国産鶏肉 154  94（61.0％） 2004.4～2006.6 埼玉 参照 86 
輸入鶏肉 96  27（28.1％）

鶏肉 35  17（48.6％） 2005.6～2006.5 神奈川 参照 88 
鶏肉 60  9（15.0％） 2006.5～2008.11 福岡 参照 38、40 
鶏肉 23  15（65.2％） 2006 秋田 参照 43 
鶏肉 66  37（56.1％） 2007.4～2010.9 福井 参照 72 
皮付き肉 36  19（52.8％） 2007～2008 福岡 参照 73 
鶏肉 25  14（56.0％） 2008.5～2009.9 島根 参照 62 
鶏肉 9  9（100％） 2008 宮崎 参照 69 
県外産鶏肉 43  21（48.8％）

2008 秋田 参照 74 県内産地鶏 40  11（27.5％）

外国産鶏肉 11  1（9.1％） 
鶏肉 173  77（44.5％） 2009.4～2010.3 北海道 他 参照 89 
鶏肉 37  20（54.1％）

2009.8～12 栃木 参照 90 もも肉 29  11（37.9％）

焼き鳥用肉 14  6（42.9％）

胸肉 4  2（50.0％） 2010.5～2011.3 富山 参照 76 
もも肉 32  19（59.4％）

ささみ 48  17（35.4％） 2004.4～2008.3 香川 参照 87 
ささみ 14  4（28.6％） 2009.8～12 栃木 参照 90 
ささみ 32  15（46.9％） 2010.5～2011.3 富山 参照 76 
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検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
手羽中 1  0 2009.8～12 栃木 参照 90 
手羽先 31  25（80.6％） 2010.5～2011.3 富山 参照 76 
挽肉 60  12（20.0％） 2000.11～2001.4 群馬 参照 70 
挽肉 13  4（30.8％） 2008.9～2009.1 福岡 参照 66 
挽肉 5  1（20.0％） 2010.5～2011.3 富山 参照 76 
挽肉 50  11（22.0％） 2010.5～6 関東 参照 75 
国産鶏レバー 64  37（57.8％） 2004.4～2006.6 埼玉 参照 86 
鶏レバー 9  4（44.4％） 2006 秋田 参照 43 
肝 34  17（50.0％） 2007～2008 福岡 参照 73 
きも 48  34（70.6％） 2004.4～2008.3 香川 参照 87 
鶏レバー 32  11（34.4％） 2009.4～2010.3 北海道 他 参照 89 
レバー 14  12（85.7％） 2010.5～2011.3 富山 参照 76 
砂肝 35  20（57.1％） 2007～2008 福岡 参照 73 
砂肝 21  15（71.4％） 2010.5～2011.3 富山 参照 76 
ずり 48  22（45.8％） 2004.4～2008.3 香川 参照 87 
鶏肉（whole） 1,114  632（56.7％） 1995～2000 イギリス 参照 77 
鶏肉（whole） 739  523（70.8％） 2001.11～2002.12 イギリス 参照 78 
鶏肉（whole） 753  517（68.6％） 2001.11～2004.12 イギリス 参照 79 
鶏肉（whole） 301  187（62.1％） 2003.4～2005.3 イギリス 参照 80 
鶏肉 1,477  896（60.7％）

鶏肉 50  26（52.0％） 2003.5～8 タイ 参照 81 
鶏肉 877  616（70.2％） 2005.3～12 イギリス 参照 82 
鶏肉 859  771（89.8％） 2005.6～2006.3 オーストラリア 参照 83 
鶏肉 100  62（62.0％） 2005 カナダ 参照 32 
胸肉（皮付き） 187  55（29.4％） 2007.1～12 カナダ 参照 67 
胸肉（皮なし） 131  55（42.0％）

鶏肉（whole） 26  25（96.2％） 2008.1～9 スペイン 参照 94 
胸肉（皮付き） 383  173（45.2％） 2009.4～2010.4 スイス 参照 95 
胸肉（皮なし） 435  176（40.5％）

鶏肉 510  430（84.3％） 2009.10～2010.8 アイルランド 参照 85 
鶏レバー 126  117（92.9％） 1994 チリ 参照 91 
鶏レバー 26  21（80.8％） 2006.4～2008.3 イギリス 参照 92 
鶏レバー 30  30（100％） 2006 ニュージーランド 参照 93 
鶏レバー 10  4（40.0％） 2008.1～9 スペイン 参照 94 
鶏レバー 60  33（55.0％） 2009.4～2010.4 スイス 参照 95 
鶏肉調整品 314  86（27.4％）

 

（表 35） 鶏肉（内臓含む）の汚染状況（黄色ブドウ球菌） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

挽肉 40  9 （22.5％） 2005.4～10 近畿（培養法） 
参照 96 32 （80.0％） 近畿（MPN 法） 

挽肉 36  33 （91.7％） 2006.1～6 兵庫 参照 48 
鶏肉 60  13 （21.7％） 2006.5～2008.11 福岡 参照 38、40 
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（表 36） 鶏肉（内臓含む）の汚染状況（リステリア・モノサイトゲネス） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

鶏肉 129  37 （28.7％） 1998.5～2003.6 東京 参照 52 
鶏肉 28  9 （32.1％） 2006.12～2008.3 岡山 参照 53 
鶏肉 100  34 （34.0％） 2005 カナダ 参照 32 
胸肉（皮付き） 187  64 （34.2％） 2007.1～12 カナダ 参照 67 
胸肉（皮なし） 99  15 （15.2％）

 
（表 37） 鶏肉（内臓含む）の汚染状況（ウェルシュ菌） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
鶏肉 60  5 （8.3％） 2006.5～2008.11 福岡 参照 38、40 

 
（表 38） 鶏肉（内臓含む）の汚染状況（セレウス菌） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
鶏肉 60  2 （3.3％） 2006.5～2008.11 福岡 参照 38、40 

 

（２）生体の保菌実態 

鶏の生体におけるサルモネラ属菌及びカンピロバクター・ジェジュニ/コリの保菌状況につ

いては、表 39-1～表 39-4 のとおりであり、汚染が認められる。 
 

（表 39-1） 生体の保菌状況（サルモネラ属菌 農場）（参照 97） 
地域 調査群数 陽性農場 時期 

東北 56  46 （82.1％）

2007.11～2010.2 

関東 23  17 （73.9％）

東海 12  9 （75.0％）

近畿 4  1 （25.0％）

中国 5  4 （80.0％）

四国 35  31 （88.6％）

九州 153  140 （91.5％）

合計 286  248 （86.1％）
（注）群：同一鶏舎内に同じ機関飼育された鶏 

 
（表 39-2） 生体の保菌状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ）（参照 98） 

検体 採取場所 検査数 陽性数 
ブロイラー盲腸便 食鳥処理場 60  0 
ブロイラー盲腸内容 20g 20羽分を混和して1検体 144  6（4.2％） 
ブロイラー盲腸内容 0.1g 養鶏場 85  21（24.7％） 
ブロイラー腸管内容物 養鶏場、食鳥処理場 46  13（28.3％） 
ブロイラー5 羽の総排泄腔スワブを 1 検体とする ブロイラー農場 66  24（36.4％） 
ブロイラー総排泄腔スワブ ブロイラー農場 454  186（41.0％） 
ブロイラー盲腸 食鳥処理場 427  207（48.5％） 
ブロイラー盲腸内容 5g 食鳥処理場 32  16（50.0％） 
ブロイラー盲腸便 食鳥処理場 70  49（70.0％） 
ブロイラー直腸便 養鶏場 1,068  778（72.9％） 
ブロイラー盲腸便 食鳥処理場 63  46（73.0％） 
ブロイラー盲腸内容 食鳥処理場 12  12（100％） 
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検体 採取場所 検査数 陽性数 
成鶏腸管内容物 養鶏場、食鳥処理場 341  112（32.8％） 
成鶏盲腸便 食鳥処理場 35  28（80.0％） 

 
（表 39-3） 生体の保菌状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ 農場）（参照 99） 

調査期間 調査農場数 陽性農場 
平成 21 年 9～10 月 50 31（62.0％） 
平成 19 年 11～12 月 44 28（63.6％） 
平成 21 年 11～12 月 50 26（52.0％） 
平成 20 年 1～2 月 80 26（32.5％） 
平成 22 年 1～2 月 42 10（23.8％） 

 
（表 39-4） 生体の保菌状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ 農場）（参照 98） 

検体 調査農場数 陽性数 
ブロイラー盲腸内容 18  2（11.1％） 
ブロイラー盲腸内容 56  19（33.9％） 
ブロイラー総排泄腔スワブ 38  22（57.9％） 
ブロイラー盲腸内容 23  17（73.9％） 
ブロイラー盲腸内容 20  15（75％） 
鶏盲腸内容 9  7（77.8％） 
育成鶏糞便 331  130（39.3％） 

 

（３）と体等の汚染実態 

鶏のと体等におけるサルモネラ属菌及びカンピロバクター・ジェジュニ/コリの汚染状況は、

表 40 及び表 41 のとおりであり、汚染が認められる。 
 

（表 40） と体の保菌状況（サルモネラ属菌） 
食品 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

鶏肉ドリップ 148  10 （6.8％） 2008.5～2009.9 島根 参照 62 
鶏肉（carcass） 1,152  601 （52.2％） 2010.3～12 中国 参照 100 
鶏肉（carcass） 698  220 （31.5％） 2011.4～11 ロシア 参照 101 

 

（表 41） と体の保菌状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ） 
食品 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

鶏肉ドリップ 148  14 （9.5％） 2008.5～2009.9 島根 参照 62 
 
５．馬内臓の汚染実態 
（１）市販馬内臓の汚染実態 

馬内臓（肝臓）におけるサルモネラ属菌及びカンピロバクター・ジェジュニ/コリの汚染実

態については、表 42 及び表 43 のとおり、いずれも検出されていない。 
 

（表 42） 馬内臓の汚染状況（サルモネラ属菌） 
食品 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

馬レバー刺身 1  0  1994.4～1995.3 日本 参照 8 
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（表 43） 馬内臓の汚染状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ） 

食品 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
馬レバー刺身 1  0  1994.4～1995.3 日本 参照 8 

 
（２）生体の保菌実態 

馬の生体（糞便）における腸管出血性大腸菌及びカンピロバクター・ジェジュニの保菌状

況については、表 44 及び表 45 のとおりである。我が国では腸管出血性大腸菌の保菌は認め

られない。カンピロバクター・ジェジュニは汚染が認められる。 
 

（表 44） 生体の保菌状況（腸管出血性大腸菌） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

馬糞便 674  0  日本 参照 102 
馬糞便（敷地内に反芻動物無し） 107  0 2009 アメリカ 参照 103 
馬糞便（反芻動物と共に飼育） 155  1（0.7％）

 
（表 45） 生体の保菌状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ） 

食品 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
馬盲腸便 295  39 （13.2％） 2005.11～2006.10 青森 参照 104 

 
６．羊肉等の汚染実態 
（１）市販羊肉等の汚染実態 

羊肉等におけるサルモネラ属菌及びカンピロバクター・ジェジュニ/コリの汚染実態につい

ては、表 46 及び表 47 のとおり、いずれも検出されている。 
 

（表 46） 羊肉等の汚染状況（サルモネラ属菌） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

羊肉 744  13 （1.7％） 2003.4～2005.3 イギリス 参照 9 
内臓等※ 161  5 （3.1％） 
※ 肝臓、心臓、腎臓 

 

（表 47） 羊肉等の汚染状況（カンピロバクター・ジェジュニ/コリ） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

羊肉 744  55 （7.4％） 2003.4～2005.3 イギリス 参照 9 
内臓等※ 161  59 （36.6％）

※ 肝臓、心臓、腎臓 

 
７．猪肉等の汚染実態 
（１）生体等の汚染実態 

猪の生体における HEV 及び HEV 抗体の保有実態については、表 48-1 及び表 48-2 のとお

り検出事例がある。 
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（表 48-1） 猪肉等の汚染状況（HEV） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

猪肉 1  0  2004.11～2005.2 和歌山 参照 107 
猪肉 130  2 （1.5％） 2006～2013 熊本 参照 60 
肝臓 88  0  2003.10～2004.12 愛知 他 参照 105 
肝臓 18  1 （5.6％） 2004.11～2005.2 

和歌山 参照 107 肝臓 34  0  2005.11～2006.2 
肝臓 32  0  2006.11～2007.2 
肝臓 153  12 （7.8％） 2006～2013 熊本 参照 60 
糞便 88  10 （11.4％） 2003.10～2004.12 愛知 他 参照 105 
血液 91  5 （5.5％） 2003.10～2004.12 愛知 他 参照 105 
血清 12  0  2003 岐阜 

参照 106 血清 10  4 （40.0％） 2003 香川 
血清 8  0  2003 愛媛 
血清 229  4 （1.7％） 2004.11～2008.3 群馬 参照 28 
血液 16  1 （6.3％） 2004.11～2005.2 

和歌山 参照 107 血液 36  0  2005.11～2006.2 
血液 32  0  2006.11～2007.2 
血液 65  4 （6.2％） 2006～2013 熊本 参照 60 

 
（表 48-2） 猪肉等の汚染状況（HEV 抗体） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
血清 39  6 （15.4％） 1996～2000 三重 

参照 108 

血清 63  40 （61.5％） 1997～1998 沖縄 
血清 46  23 （50.0％） 2000 宮崎 
血清 7  5 （71.4％） 2000 富山 
血清 7  2 （28.6％） 2000 熊本 
血清 5  0  2000 鹿児島 
血清 91  24 （26.4％） 2003.10～2004.12 愛知 他 参照 105 
血清 12  0  2003 岐阜 

参照 106 血清 10  3 （30.0％） 2003 香川 
血清 8  2 （25.0％） 2003 愛媛 
血清 176  7 （4.0％） 2004.11～2008.3 群馬 参照 28 
血液 16  1 （6.3％） 2004.11～2005.2 

和歌山 参照 107 血液 36  0  2005.11～2006.2 
血液 32  0  2006.11～2007.2 

 
８．鹿肉等の汚染実態 
（１）市販鹿肉等の汚染実態 

鹿肉等における HEV の汚染実態については、表 49 のとおり検出されていない。 
 

（表 49） 鹿肉等の汚染状況（HEV） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

鹿肉（輸入） 11  0  2006.7～2008.11 群馬 参照 28 
 
  



 

20 

（２）生体等の汚染実態 
鹿の生体における HEV 及び HEV 抗体の保有実態については、表 50-1 及び表 50-2 のとお

り検出事例がある。 
 

（表 50-1） 鹿肉等の汚染状況（HEV） 
検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 

鹿肉 6  0  2003.9 兵庫 参照 28 
鹿肉 1  0  2004.11～2005.2 和歌山 参照 107 
鹿肉 43  0  2006～2013 熊本 参照 60 
肝臓 13  0  2003.10～2004.11 愛知 参照 105 
肝臓 13  0  2005.11～2006.2 

和歌山 参照 107 
肝臓 18  0  2006.11～2007.2 
肝臓 55  0  2006～2013 熊本 参照 60 
糞便 13  0  2003.10～2004.11 

愛知 参照 105 
血液 13  0  2003.10～2004.11 
血清 106  0  2004.11～2005.5 群馬 参照 28 
血液 14  0  2005.11～2006.2 

和歌山 参照 107 
血液 18  0  2006.11～2007.2 
血液 26  0  2006～2013 熊本 参照 60 
血清 320  1 （0.3％） 2007.4～12 北海道 参照 110 

 
（表 50-2） 鹿肉等の汚染状況（HEV 抗体） 

検体 検査件数 陽性数 時期 備考 文献 
血清 120  0   日本 参照 108 
血清 13  0  2003.10～2004.11 愛知 参照 105 
血清 106  18 （17.0％） 2004.11～2005.5 群馬 参照 28 
血液 14  0  2005.11～2006.2 

和歌山 参照 107 
血液 18  0  2006.11～2007.2 
血清 225  28 （12.4％） 2006.2～9 

北海道 参照 111 
血清 321  22 （6.9％） 2007.4～2008.1 

 
９．危害分析まとめ 

既存のデータから、食肉等の生食において危害となりうる病原体については以下のとおり。

この結果のうち、食中毒事例のある危害要因を中心に別添に整理した。 
 
（１）牛内臓（肝臓を除く。）について 

① 腸管出血性大腸菌の保菌及び食肉への汚染が認められ、牛内臓の生食による食中毒事件

も平成 15 年～平成 24 年までに 1 件報告されている。 
② サルモネラ属菌の保菌及び食肉への汚染は、生体での保菌、海外での市販品における汚

染が認められ、牛内臓に生食による食中毒事件も平成 15 年～平成 24 年までに 1 件報告さ

れている。 
③ カンピロバクター・ジェジュニ/コリの保菌及び食肉への汚染が認められ、牛内臓の生食

による食中毒事件も平成 15 年～平成 24 年までに 5 件報告されている。 
④ 生菌数が枝肉よりも高く、また、と畜処理において、白物内臓を除去する際に約 35％で
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腸切れをおこし、ほかの内臓等を汚染したとの報告がある。 
 
（２）豚について 

① E 型肝炎ウイルスの生体での感染及び食肉への汚染が認められ、豚肝臓等の生食による

E 型肝炎への感染も報告されている。また、食中毒統計では報告されていないが、平成 16
年に肝臓を生で喫食し E 型肝炎ウイルスによる劇症肝炎で、1 名が死亡した事例が報告さ

れている。 
② 腸管出血性大腸菌の保菌及び汚染に関する国内データは認められず、平成 15 年～平成

24 年までに食中毒事件も報告されていない。 
③ サルモネラ属菌については、国内において保菌に関するデータは見あたらなく、枝肉へ

の汚染も認められていないが、市販品での汚染が認められ、豚肝臓の生食による食中毒事

件が平成 15 年～平成 24 年までに 3 件報告されている。 
④ カンピロバクター・ジェジュニ/コリについては、国内において保菌に関するデータは見

あたらなく、枝肉への汚染も認められていないが、市販品での汚染が認められ、豚肝臓の

生食による食中毒事件が平成 15 年～平成 24 年までに 4 件報告されている。 
⑤ 寄生虫については、平成 15 年～平成 24 年までに食中毒事件は報告されていないが、国

内の文献において、生体及び枝肉で汚染の事実が認められる。 
⑥ 国内文献においては、黄色ブドウ球菌、リステリア・モノサイトゲネス、エルシニア・

エンテロコリチカ、セレウス菌による汚染が認められているが、平成 15 年～平成 24 年ま

でに食中毒事件は報告されていない。 
 
（３）鶏について 

① カンピロバクター・ジェジュニ/コリの生体での感染、と体及び食肉への汚染が認められ、

鶏肉等の生食による食中毒が平成 15 年～平成 24 年までに約 280 件報告されている。 
② 腸管出血性大腸菌の保菌及びと体の汚染に関する国内データは見当たらないが、国内流

通品での汚染は認められない。また、平成 15 年～平成 24 年までに食中毒事件が 1 件報告

されているが、原因食材の一つであり原因食材かは明確ではない。 
③ サルモネラ属菌については、生体において保菌しており、と体及び市販品でも汚染が認

められている。また、鶏肉等の生食による食中毒事件が平成 15 年～平成 24 年までに 11
件報告されている。 

④ 国内文献においては、黄色ブドウ球菌、リステリア・モノサイトゲネス、ウェルシュ菌、

セレウス菌による汚染が認められているが、平成 15 年～平成 24 年までに食中毒事件は報

告されていない。 
 
（４）馬（内臓）について 

① 腸管出血性大腸菌については、海外において保菌しているデータはあるが、国内におい

て検出事例はない。また、市販品等のデータは見当たらないが、平成 15 年～平成 24 年ま

でに食中毒事件は報告されていない。 
③ サルモネラ属菌について、市販品等のデータでは検出されていないが、検体数が少ない。

平成 15 年～平成 24 年までに食中毒事件は報告されていない。 
① カンピロバクター・ジェジュニ/コリの生体での感染が認められる。また、市販品等のデ



 

22 

ータでは検出されていないが、検体数が少ない。ただし、平成 15 年～平成 24 年までに食

中毒事件は報告されていない。 
 
（５）羊について 

海外のデータであるが、市販品でサルモネラ属菌及びカンピロバクター・ジェジュニ/コリ

に汚染されているというデータがある。 
 
（６）猪について 

国内において E 型肝炎ウイルスに汚染されているというデータがあり、生食による食中毒

事例が平成 15 年～平成 24 年までに 1 件報告されている。また、食中毒統計では報告されて

いないが、平成 15 年に野生猪の肝臓を生で喫食し E 型肝炎ウイルスによる劇症肝炎で、1
名が死亡した事例が報告されている。 

 
（７）鹿について 

国内において、熊よりは汚染割合が低いが E 型肝炎ウイルスに汚染されているというデー

タがあり、生食による食中毒事例が平成 15 年～平成 24 年までに 2 件報告されている。また、

腸管出血性大腸菌による食中毒も 1 件報告されている。 
 
（８）その他 

リステリア・モノサイトゲネス、黄色ブドウ球菌、ボツリヌス菌、ウェルシュ菌、セレウ

ス菌及びエルシニア・エンテロコリチカについては、平成 15 年～平成 24 年までに食肉等の

生食での食中毒事件は報告されていない。また、寄生虫による食中毒事件は馬肉以外報告さ

れていない。 
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